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　現在、HlV感染の抗体検査は血液を検体にし
ているが、採血の際の患者の抵抗感や技術者の確
保、また検体を取り扱う際の感染の危険性など多
くの問題点を有している。そこで今回われわれ
は、採血が容易で安全性の高い唾液を用いた抗体
検査が可能であるか検討した。
　当院通院中または、入院中のHlV感染者およ
び患者20名を対象とし、測定はPA法とELl
SA法で行った。
　PA法では自然流出混合唾液をロ紙に吸着させ
乾燥後希釈液にて溶出したものを用い、ELlS
A法ではCotton　fiber　pad（CFP）で唾液を採取し、保存液に浸漬したも
のを使用した。
　PA法ではこのロ紙によるHlV検査の信頼性
を証明するために口中血と血清の相関を検討し、
相関係数0．9527と極めて良好な相関を示し
た。また各々の抗体価の一致率は87．1％であ
り、この什宝を用いた抗体検査は十分信頼性があ
ると考えられた。
　ロ紙およびCFPで採取された検体の安定性は
窪窪では室温放置で3週間安定であり、またCF
Pでも雷電放置で1週間、閑所保存では3週間以
上安定がみられた。
　唾液によるHlV抗体の測定結果はEL畳SA
法で100％を呈し、Cut　off　in－
dexも高い値を示した。またPA法では86．
6％の抗体陽性率が得られ、唾液が十分抗体検査
の検体として評価しうるものと考えられた。今後
はPA法の陽性率を上げるため、唾液の採取方
法、検査条件の改良を行っていく必要があると思
われた。また両検査の疑陽性を示す可能性のある
疾患についても検討していく予定である。
　　HIVは、免疫系の要であるCD4卜T細胞に感
染し、それを破壊する特徴を持つ。ところが、健常
人血清（NHS）存在下では、その細胞致死活性を
免れた細胞が生残する現象を購い出だして報告して
きた。今回、HIV感染におけるNHSの作用機序を
検索するため、レポータープラスミドの利用を考え
たが、先ず、ウイルスのみならず多種のプロモータ
ーに適応するレポータープラスミド用ベクターカセ
ットを整備した。次いで、それを田V実験系へ応用
して、ベクター構築上の的確性及びNHS存在下で
のHIVプロモーターの動態について検討したので、
その結果を報告する。
　ベクターカセットの構築には二種のプラスミドを
用いた。DNAマップから、要・不要部を決定し、
プロモーター挿入部位（マルチクローニングサイト
ニMCS）の下流にレポーターとしてβ一galacto－
sidase遺伝子を、安定な形質転換細胞クローン選択
用としてneo遺伝子を配置するようにデザインした。
HIV実験への応用には、プロモーター（TAR）部
位を含むLTR断片をカセットのMCSへ組込んで
レポータープラスミドを完成した。
　このレポータープラスミドで形質転換したCD4＋
T細胞クローン内のβ一galactosidase量は、　HIV由
来のアクティベーター（TAT）量の増減と相関関
係を示し、プロモーターとアクティベーターに特異
性を持つことが判明した。また、NHS添加実験で
は、NHSの存在でHIVプロモーター活性が有意に
抑制される成績を得た。
　従来この種の実験に用いられるCATアッセイよ
り安全、簡便、かっ、定量性の高いプロモーター活
性測定系が整備できた。また、HIV感染細胞の急激
な死滅を防ぐ一因として、NHSのTAT－TAR
レスポンスの制御が考えられる。
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